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衛星画像で見た対流性の雲塊の

変化と降雨域

木　場　博　之＊

　衛星画傑データの等価黒体温度（以下TBBと略す）

の低温域と降雨域に対応性があることは，これまで多く

の例で報告されている．ここでは，30分の時間々隔で比

較した結果を報告する．調査した事例は，大雨に最も寄

与すると考えられる対流性の雲塊に対してである．

　両者の比較は，風ベクトル算出用に取得されている連

続した4回の画像データから，下記の方法で処理した平

均TBB値と，アメダス降雨量データの30分間値を用い

て行った．平均TBB値は，緯経度方向O．1度の領域内

に含まれるすべての画素のTBB値を平均したものであ

る．その距離分解能は領域内に含まれる画素数から東西

方向で約15km，南北方向で約20kmである．

　なお，平均TBB値を求めるに際し，大気の吸収によ

る減衰の補正は省略し，雲の射出率は1とした．衛星画

像データの時刻は調査対象域（九州付近）が撮像された

時刻とし，10分単位で示した．また，地形図に対する雲

の位置は，GMSの姿勢の変化などのために若干ずれる

場合がある．この調査での位置ずれは東西方向で最大約

30km，南北方向で最大約10kmであった．この位置ずれ

は，TBB分布図では高橋（1981）の方法で修正したが，

赤外画像は修正されていないので，雲（低温域）の地形

図上の位置が異なっている．

　（a）事例1（1979年6月27日2210Z～2340Z）

　赤外画像（口絵写真1，（Z）～（C））では，九州付近

からその南西海上にかけて，組織化した列状の活発な対

流性の雲塊が見られる．画像中に示したC1～C3の雲塊

の通過によって九州南西部は大雨となり，28日OOZの前

3時間雨量の最大値は99mmに達した．

　第1図は，この時のTBB分布の低温域の中心部分（以

下，低温度核と呼ぶ）の変化と降雨域の変化を示したも

ので，低温度核は赤外画像でのC、～C3にそれぞれ対応
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1983年3月

している．

　2210Z（Z）では，強雨域に対応して一67。C以下の領

域（直径で40km程度）で示した低温度核Clz，C2zが

存在し，間隔は約90kmである．最低温度は一70。Cと

すでに圏界面高度に達している．2240Z（A）になると，

C1且とC％の中間にC1％，C％の西方約40kmの位置

にC蹴が出現している．これらの低温度核はそれぞれ

約90km／hで東北東進し，陸上に侵入した後は最低温

度が上昇し，衰弱している．

　一方，強雨域は，2210Z（Z）でClzと一致していた東

端の移動速度は約60km／hで，低温度核の移動速度よ

り遅い．強雨域は，低温度核が継続して通過することで

帯状に形成されているが，降雨量の極大域は九州西部の

沿岸と，2310Z（B）以後の九州山地（18mmの極大域を

破線域で示す）のほぼ定位置に出現している．降雨量の

ピークは，沿岸部の極大域ではC1，C2の通過に対して

比較的明瞭であるが，その他の極大域については不明瞭

である．前述した九州山地の降雨量の極大域の出現には

地形効果が加味されていると考えられる．

　（b）事例2（1979年6月28日1010Z～1140Z）

　口絵写真2，（Z）～（C）に赤外画像を示す．九州中

南部においてC、～C3で示した対流性の雲塊が見られ，

C2，C3は時間と共に明瞭となっているのが分かる．こ

れらの雲塊によって12Zでの前3時間雨量は78mmに

達し，1時間雨量の最大値は60mmと短時間に集中し

た強雨であった．このC1～C3に伴う低温度核の変化お

よび強雨域の変化を第2図に示す．

　低温度核の変化を見ると，1010Z（Z）では一600C以

下の領域で示される低温度核Clz，C2zが存在している．

C2zの最低温度は一65。Cである．1040Z（A）では先行

するCMは衰弱し，一方C％の最低温度は一66。Cに

下がり発達している．またC％の西方約45kmの，30

分前のC2zの位置付近に新たにC脳が発生している．
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事例1におけるTBB分布の低温度核と降
雨域の変化．TBB分布の時刻を右側に示
す．低温度核はC曜（n：識別番号，T：画

像時刻でTBB分布の時刻に付した記号Z
～C）で示す．降雨量はTBB分布の時刻
における前30分間値で，5mmの等値線を

細実線で示す．10mm以上は強雨域とし
て斜線域で表した．強雨域中の等値線は

10mm間隔で，　○印は最大30分間雨量の
観測点の位置を示す．各時刻における低温

度核の位置は，口絵写真1の赤外画像に比

べ東へ約20km，南へ5～10km修正され
てし・る
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1110Z（B）にはC2Bの最低温度は一67QCとさらに発

達し，C3Bも発達している．1140Z（C）にはC3σの最低

温度は一67。Cとなる．このようにC2，C3は発達期の
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事例2におけるTBB分布の低温度核と降
雨域の変化．図の表示法は第1図と同じ．

各時刻における低温度核の位置は，口絵写

真2の赤外画像に比べ東へ約30km，南へ
5～10km修正されている．

低温度核で，約80km／hで東北東進している．C3の移

動速度はC2に比べて幾分遅いが，それは低温度核の発

達段階の若千の違いによるものと考えられる．

　強雨域の変化を見ると，1010Z（Z）でC2zと一致して

いた強雨域は，02zの移動に伴って下流に延びるが，1

時間後の1110Z（B）では02Bとの空間的対応は無くな

り，強雨域はC3Bと対応している．強雨域の西端はこ

の期間中一定の速度で東進しているが，東端の移動速度

は1040Zを境にして変化している．その変化は，低温

度核が九州山地を越す段階で起こっている．強雨域が九

嵐天気”30．3．



　40
（
ぽ

ロづ

5
ミ30
弩

ト
≡…20

呈
く

ゴ
置…10
≡
座

衛星画像で見た対流性の雲塊の変化と降雨域

」
．

一＼　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　R30二〇ρi54TBB李q753汀BB＋11．0

　　　の　　　
　　際．＼
　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o：CASE1
　　　　
　も09　00●o　　OoαフO　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●：CASE　2
　　の　　もの　ロ　ロび　の　　　　　　

し
　　書838●’9ド・　　　　　．　　8騨。・。。1・。●．　　・・　　．
　　も軸穿。。1・9●。。・．．　　　・・
　　　。．・二。…。．麟・・岬　　…　　　，：＿　　　　．・
　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　じ

　13仰丁●一「r一一｝一？　　　　●r一●　1　　・「●｝・一丁’
　　　一60　　　　　　　　　　－40　　　　　　　　　　 －20　　　　　　　　　　　　0

　　EQUIVALENTBLACKBODYTE岡PERATURE（TBB」。C）

第3図平均TBB値（。C）と30分間雨量との関
　　　　係．平均丁朋値はアメダス観測点を中心
　　　　とする0．1緯経度内に含まれるすべての画

　　　　素のTBB値の平均値．　30分間雨量はTBB

　　　　の時刻を含む毎30分間値で，1010ZのTBB

　　　　に対しては1000Zから1030Zの降雨量が
　　　　対応する．

州山地を越えて移動しないのは，この降雨現象が地形の

影響を大きく受けている結果と考えられる．

　一方30分間雨量の最大値の出現状況を見ると，この降

雨は2個の降雨セルによって構成さ池ていることが分か

る．1110Z（B）までは低温度核C2に，それ以後は低温

度核C3に対応して出現しているが，いずれも低温度核

の温度が最低となると同時に相互の空間的対応関係は崩

れてくる．それぞれの降雨セルの移動速度は約60km／h

である．一方レーダーから求められた，強雨域に対応し

たニコーセルの移動速度は50km／hと観測されていた．

算出方法の違いや誤差を考慮すると両者はほぼ等しいと

考えられる．
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　（C）事例1，2に共通して見られる特徴

　広範囲に拡がった低温域内において，低温度核付近は

強雨域に対応し，その直径は約40km，TBBは一60。C

以下の領域である．また低温度核の分布は40～45km

と比較的規則的である．降雨強度は低温度核の発達期に

おいて強い．このため移動性の低温度核については，そ

の温度が最低となる以前において強雨域との対応が見ら

れるが，その後は空間的対応は悪くなる．低温度核が継

続して通過することにより，強雨域は比較的一定域に形

成される．

　（d）TBBと30分間雨量

　2つの事例における低温度核通過域の個々のアメダス

観測点を中心とした平均TBB値と30分間雨量との関係

を第3図に示した．観測点の延べ数は272である．図に

よると，一30。C以下になると5mm以上の降雨量が出

“
現

し易く，一50。C以下になると10mm以上の降雨量が

出現し易くなっている．また降雨量はTBB値が低くな

るにつれ幾何級数的に増加する傾向にあるが，同時にパ

ラツキも大きくなり，必ずしもTBBの値によるとは言

えない．このことは一地点のTBB値そのものと降雨量・

は直接的には関連づけられないことを示しているが，図

に見られるように，ある平均TBB値に対して最大の降，

雨量がほぽ図に示した曲線内に納まることは注目して良，

いだろう．

文　献

高橋大知，1981：アース・エッヂ検出法断よるVI－

　SSR画像の位置合せについて，気象衛星センタ

　ー技術報告，第3号，55－68・

（160頁より続く）

して，その長期的変化傾向の地域的分布を明らかにし

た．資料は気象庁・長期予報課作成の半旬平均北半球

500mb面高度値である．北緯30。以北について面積補

正を行って平均をとったものは，1946～1980年の35年間

にかなりの低下を示す．

　同資料中の格子点197点ごとに35年間の直線的変化成

分を算出し，その分布を見ると，北太平洋東部，北米東

岸等で低下が大きい．他方，大西洋，ユーラシア大陸中

央部，カナダ・アラスカ付近には上昇域もある．これら

を超長波と対応させると，谷の部分で低下，峯の部分で

上昇という形になっている．

　しかしながら，解析方法の変更等にともなう資料の信

頼性に問題が残っているので，上述の結果の評価につい

ては，なお検討を要する．

1983年3月

　5．1979年2月のプロッキング現象のエリアッセン・

　　パーム7ラックスを用いた解析

　　　　　　　　佐藤康雄」井上長俊（気象大学校）

　FGGE期間中の1979年2月後半のブロッキング現象

について，エリアッセン・パームフラックスを用いた解

析を行い，プラネタリー波と平均東西流それぞれの時間・

変動とその相互作用について解析した．用いたデータは，

北半球，10，20，……1000mb15層の等圧面高度データ1

である．このブロッキングは，東西波数2のプラネタリ1

一波の異常増幅によるものであることがわかった．プラ

ネタリー波の異常増幅の直前に下部対流圏75◎Nの平均1

東西流は東風から西風に変わった．このことは，この西i

風強化が大規模山岳・海陸分布による非断熱加熱差など

によってプラネタリー波を線型的に励起しているように

推論させる．
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